
 

【まとめ】 
・環境 DNA 調査から、オオサンショウウオは長良川の中上流部に生息し、揖斐川には

生息していないことが分かった。 

・オオサンショウウオ・タニガワナマズが長良川には生息し、揖斐川には生息してい

ない理由は、両種が分布を拡大した新生代第四紀後期更新世当時は、長良川はすで

に規模の大きな安定した河川であったが、揖斐川はまだ規模が小さく不安定な河川

であったためではないかと推測される。また、流域に分布する岩石の特性も関係が

あることが示唆された。 

・今後も、岐阜県全体のオオサンショウウオの分布の把握や保護活動に寄与したい。 
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【概要】 
《オオサンショウウオ/タニガワナマズ》 

木曽三川  

長良川・木曽川 → 生息する 

揖斐川 → 生息しない 
 

①環境 DNA 調査を用いて県内のオオサン 

ショウウオの分布を明らかにした。 

②地形・地質の観点からオオサンショウ 

ウオやタニガワナマズの生息条件に 

ついて考察した。 
図 1:木曽三川の地図 

 

図 3:揖斐川・長良川の地形発達史 

長良川に生息するオオサンショウウオの分布及び 

生息状況について  大垣北高校自然科学部オオサンショウウオ班 
 

【環境 DNA 調査】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・長良川の中上流部にはオオサンショウウオが生息し、揖斐川には生息しない。 

・揖斐川でチュウゴクオオサンショウウオの人為的な移入の可能性 

図 2:《結果》 
※図中の数値は採水地点の 

河口からの距離(㎞) 

●:オオサンショウウオ 

検出有 

●:チュウゴクオオサンショウウオ 

検出有 

×:両種ともに検出無 

調査対象 

・オオサンショウウオ 

・チュウゴクオオサンショウウオ 

(揖斐川 8 地点/長良川 10 地点) 

 

【現在の地質に関する考察】 
《仮説》  

揖斐川・長良川の流域の地質の違いによって、 

現在もオオサンショウウオ・タニガワナマズが 

揖斐川で生息できないのではないか。 

《結果》 

揖斐川:花崗岩/玄武岩 

長良川:チャート   が多く分布 

⇒花崗岩はチャートに比べると脆い 

⇒揖斐川は、長良川に比べ流域の岩石の 

風化・浸食に対する抵抗性が低い 

 

 
 

 
 

 

両種は河川の中上流部の横穴で生息 

揖斐川の支流部は花崗岩が多く分布 

⇒花崗岩の風化で生じる真砂土に 

よって、オオサンショウウオ・ 

タニガワナマズの生息巣穴が埋没   

⇒現在に渡って両種の揖斐川での生 

息を困難にしている 
図 5:真砂土によって埋没した河川の横穴 

(揖斐川水系粕川支流の古田川で撮影) 

図 4:揖斐川・長良川流域の岩石の分布 

(■:花崗岩 ■:玄武岩 ■:チャート) 

 

【現在の地形に関する考察】 
《仮説》 
オオサンショウウオの生息の有無を決定する要因にに、 

河川の流速や流量に影響を与える傾斜が関係しているのではないか。 

《方法》 

オオサンショウウオの生息しない揖斐川と生息する長良川・桂川・猪名

川・太田川の標高 27m～345m(長良川でのオオサンショウウオの生息範囲)

の流程を 100m 毎に区切り、各区間の始点から終点までの標高差の平均値

を求め、U検定を行った。 

 
 

 

 

 
 
⇒長良川・揖斐川の傾斜の差にオオサンショウウオの生息の有無に関わる

ほどの大きな違いはない 

⇒オオサンショウウオの生息の有無に傾斜の違いは大きく関係しない 

表 1:《結果》5 河川の調査対象区間の標高差の平均値・揖斐川との有意差の有無  

 

 

【過去の地形に関する考察】 
《仮説》 

オオサンショウウオ・タニガワナマズは、ともに 

新生代第四紀後期更新世(12 万 6000 年前～1 万 1700 年前)に分布域を拡大 

⇒当時の長良川・揖斐川の違いにより両種は揖斐川に分布を広げられなかったのではないか 
 

① 長良川・揖斐川のかつての河川規模の違い 
《方法》 

揖斐川・長良川・太田川・桂川・猪名川のかつての河川規模(流程 1km

あたりの後期更新世に形成された段丘の面積から推測)を比較した。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

⇒後期更新世当時の揖斐川は規模が小さく、両種の生息に適さなかった 
 

② 長良川・揖斐川の河川の発達時期の違い 
《方法》 

リス氷期(約 20万年前～約 13 万年前)から最終氷期(約 7 万年前～約 1

万年前)の揖斐川・長良川の隆起量(＝リス氷期に形成された段丘と最終氷

期に形成された段丘との標高差の平均値)を調べた。 

 
 

 

 
 

 
長良川:後期更新世に既に現在のような発達した河川として確立していた 

揖斐川:後期更新世に大規模な河川への発達途中であった 

⇒後期更新世当時は未発達であり、両種の生息には適さなかった 

表 3:《結果》揖斐川・長良川の段丘の標高差の平均値 

の平均 

 

表 2:《結果》流程 1 ㎞あたりの後期更新世に形成された段丘の面積 

 

図 3:揖斐川・長良川の地形発達史と調査対象の年代区分 

の平均 

 

オオサンショウウオ 

 
 

河川名 オオサンショウウオの生息 
流 程 1km あたりの後期更新世に  

形 成 された段丘の面積(㎡ ) 

揖斐川 －  43,700 

長良川 ＋ 2,230,500 

太田川 ＋ 61,900 

桂川 ＋ 550,800 

猪名川 ＋ 1,880,400 

 

 
桂川

(n=804) 

長良川

(n=702) 

揖斐川

(n=461) 

太田川

(n=548) 

猪名川

(n=303) 

オ オ サ ンショウウオの生息  ＋ ＋ － ＋ ＋ 

各 区 間 の標高差の平均値± SE(m) 0.259±0.059 0.318±0.064 0.359±0.132 0.482±0.065 0.632±0.133 

揖 斐 川 との U 検定の結果 (有意差 ) 無 無  有 無 

傾 斜 の 緩急の比較   

 

河川名 オオサンショウウオの生息 段 丘 の標高差の平均値± SE(m)  

揖斐川 － 64.2±0   (n=1) 

長良川 ＋ 18.9±3.22 (n=2) 

https://maps.gsi.go.jp/

